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きな 

地域別まちづくり方針は、市域を６つのエリアに分け、それぞれのエ

リアでのまちづくり方針を明らかにしたものです。 

7.1.地域区分 

7.2.中央エリアのまちづくり構想 

7.3.中央北エリアのまちづくり構想 

7.4.南部エリアのまちづくり構想 

7.5.西部エリアのまちづくり構想 

7.6.東部エリアのまちづくり構想 

7.7.北部エリアのまちづくり構想 
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都城市都市計画マスタープラン（地域別構想） 
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第７章 地域別まちづくり方針 

７.1.地域区分 

テ
ー
マ 

基
本
目
標

１）安心して暮らせる集落機能の維
持 

２）霧島を活かした観光・レクリエ
ーション機能の充実 

高千穂峰のすそ野で清らかな 
水と農を育む、地域まるごと 
景勝のまちづくり 

西部エリア 

（庄内・山田・西岳） 

 

テ
ー
マ 

基
本
目
標 

１）主要幹線沿道に形成された生活拠点の
維持 

２）集積された健康・観光交流の拠点形成

３）豊かな自然環境を活かしたまちづくり

４）既存産業のさらなる活性化 

たちばな天文台やレクリエーション機能を
活かし、美しい星空と田園の中で暮らす
まちづくり 

北部エリア（高崎） テ
ー
マ 

基
本
目
標 

１）主要幹線沿道に形成された生活拠点の維持

２）豊かな歴史文化を活かしたまちづくり 

３）魅力ある健康・観光交流の拠点形成 

４）地理的特徴を活かした産業と物流の拠点性
の強化 

個性的な伝統文化、史跡とめぐり会える、 
誇り高き歴史のまちづくり 

東部エリア（山之口・高城） 

テ
ー
マ 

基
本
目
標 

１）暮らしを支えるサービス機能の維持と地域コミュ
ニティ活動との連携 

２）自然と歴史を活かした住みよい田園まちづくり 

金御岳や里山に抱かれた美しい水環境を守り、 
人とのつながりを感じながら暮らせるまちづくり 

南部エリア（中郷） 

テ
ー
マ

基
本
目
標 

１）まちなか・まちなか郊外の定住魅
力の推進 

２）まちなか・まちなか郊外の交流魅
力の推進 

都城の顔として、誰もが訪れ 
住みよいまちづくり 

中央エリア 

（姫城・小松原・妻ケ丘・祝吉・
五十市・横市） 

テ
ー
マ 

基
本
目
標 

１）都城の玄関口としてふさわしい
風景づくり 

２）多様な都市活動との調和とさら
なる飛躍 

３）安全で快適、便利な居住環境の
創出 

広域交通の利便性を活かして 
新たな活力を育み、住みやすさ 
が実感できる、住・農・商・工が 
共存するまちづくり 

中央北エリア 

（沖水・志和池） 


